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平成25年度 大阪府河川整備審議会 第２回治水専門部会　議事要旨
日　時
：平成25年８月29日（木）10:00～11:50
場　所
：大阪赤十字会館　4階401会議室
出席者　 ：多々納部会長、中谷委員、堀委員、道奥委員　計４名　（欠席：田中丸委員）
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 淀川水系淀川右岸ブロックの当面の治水目標について
【芥川】

○浸水範囲が相当広くなっており、道路や鉄道の盛土が二線堤の役割を果たしている可能性もある。流域で浸水対策を検討する必要があるのではないか。滋賀県では過去に検討されているので参考にしてはどうか。
○芥川の堤防と女瀬川の堤防に囲まれた地域の浸水深がかなり大きい。住まい方を工夫してもらうなどの対策が必要ではないか。
○芥川については、当面の治水目標を時間雨量80ミリ程度対応とする。
【東檜尾川】

○50ミリ程度降雨で危険度Ⅱが想定されないことから、65ミリ程度対応が実質50ミリ程度対応と同じになっている。65ミリ程度降雨を防御する対策を行ったときの事業効率も確認するべき。
●65ミリ程度降雨を防御する対策では、事業効率はマイナスになる。
○65ミリ程度降雨を防御する対策の事業効率は、50ミリ程度対応と80ミリ程度対応の間に入り、マイナスになると思われる。東檜尾川については、当面の治水目標を時間雨量65ミリ程度対応（時間雨量50ミリ程度対応と同等）とする。
【水無瀬川】
○改修断面の寸法等を修正すること。
○河床掘削のときに計上する費用の内訳は何か。
●河床掘削時には、掘削に必要な費用と護岸の根継に必要な費用を計上している。また、JR橋梁の改築費用を計上している。引堤案では用地買収費用も計上している。

○河床掘削量が大きいため、掘削によって掃流力が大きくなるなど治水面で問題が生じると思われる。
○治水面の問題に対して、河川整備審議会までに整理すること。
○今回の部会では、安価な掘削案と高価な引堤案で比較されているが、河川整備審議会に報告するときには、現実的な対策案で事業効率を算出すること。
○水無瀬川の当面の治水目標を時間雨量80ミリ程度対応とする。
【女瀬川】
○掘削のボリュームが大きいが、残土の処分手法によって費用が変わるのではないか。
●大阪府では、残土の処分地はある程度決められており、残土の処分費用が想定と実施で大きく変わることはない。
○女瀬川については、当面の治水目標を時間雨量80ミリ程度対応とする。
【真如寺川】

○真如寺川については、当面の治水目標を時間雨量80ミリ程度対応とする。
【西山川】
○改修断面の図は現地の状況がわかるように表示すること。
○河道改修範囲がわかりにくいので修正すること。
○改修範囲の下流の浸水はどうするのか。
●耐水型整備区間として設定し、家屋が建たないようにする対策が必要である。

○西山川については、当面の治水目標を時間雨量80ミリ程度対応とする。
【東山川】

○東山川については、当面の治水目標を現状維持とする。
【田能川】

○田能川については、当面の治水目標を現状維持とする。
【年谷川】

○年谷川については、当面の治水目標を現状維持とする。
(1) 淀川水系淀川右岸ブロックの当面の治水目標の設定について


・芥川については、当面の治水目標を時間雨量80ミリ程度対応とすることで了承。


　・東檜尾川については、当面の治水目標を時間雨量65ミリ程度対応（時間雨量50ミリ程度対応と同等）とすることで了承。


　・水無瀬川については、当面の治水目標を時間雨量80ミリ程度対応とするが、現実的な改修案で事業効率を算定し、河川整備審議会に報告すること。


　・女瀬川については、当面の治水目標を時間雨量80ミリ程度対応とすることで了承。


　・真如寺川については、当面の治水目標を現状維持することで了承。


　・西山川については、当面の治水目標を時間雨量80ミリ程度対応とすることで了承。


　・東山川については、当面の治水目標を現状維持とすることで了承。


　・田能川については、当面の治水目標を現状維持とすることで了承。


　・年谷川については、当面の治水目標を現状維持とすることで了承。
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